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CA：L：Lシステムによる外国語教育とその諸問題
　　　　　　　　一新規導入した九州大学の場合一1

鈴　木　右　文

璽．はじめに

　九州大学の全学共通教育科目の多くが実施されている六本松キャンパスには、従来から

3つのLL教室があったが、1997年4月にそのうちの1つが、　CALL（Computer－Assisted

La貧guage　Leamin墓）システムと従来のLLを合体させた教室に更新された。このような

外国語学習用教室は九州大学では初めて導入されたものであり、全国的な普及もこれから

という段階なので、これを効果的に管理・運用するにあたっては、少ない知識と経験の欠

如を克服する研究努力が必要であった。こうした導入後の経験：は、今後各地で導入される

CALL教室の管理・運営に寄与するところがあると思われるので、導入後の約半年を振り

返り、諸問題について考究してみたい。

黛、システムの構成

　このCALL教室には、コンピュータ及びその関連機器だけが設置されているわけではな

く、従来どおりのしL教室としても使用できる設備が整っている。　LLシステムはソニー製

LLC－90ひ0を採用、学生卓は32あり、1卓につき2人の学生が着席するので、学生定員64名

である。学生の数だけ卓上にLL用のブースレコーダがある。学生卓の中央には、教材提

示等に用いる参照用モニタが1台ずつ配置されており、学生2人で1台の参照用モニタを

共有する。このほか使用可能なLL機材は、可変速（音質は変わる〉のカセットデッキ1台、

S－VHS方式のビデオデッキ1台、全世界対応ビデオ1台（後期から）、マルチディスクプ

レーヤー1台、教材提示装置！台、ミニディスクレコーダ1台、キャプション1台である。

　CALLシステムの部分は、アップルのマッキントッシュが中核を成す。学生卓中央の参

照用モニタの両脇に1台ずつコンピュータのモニタが置かれている。コンピュータ本体

（Power　Macintosh　7200／120）はスクールトークの子機と共に学生卓のセンターコンソー

ルの部分に収められ、キーボードは学生卓の中にあり、卓上の一部がアクリル板になって

いて、そこからのぞき込んでキーを操作する。1台の学生卓の上には、コンピュータと参

照用合わせて3台のモニタが並ぶわけだが、スペースの節約のために、参照用モニタは学

生2人につき1台となっている。更にスペース節減をねらって、この参照用モニタとコン

ピュータのモニタを兼用とすることも考えられるが、それは好ましくないとの判断があっ

た。授業では、教員用のコンピュータの画面や特定の学生のコンピュータの画面をモデル

として参照用モニタに示し、学生にそれを見ながら自分のコンピュータを操作してもらう

場合が多いからである。
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2 言語文化論究9

　教員用コンピュータ（Power　Macintosh　7600／！20）に1まMOドライブも接続されている。

教員用と学生用のコンピュータはスクールトークというシステムによって接続されており、

ファイルの一斉転送や出席の管理などができる。教員は学生のコンピュータの画面を手許

に呼び出してアドバイスしたり、強制介入により遠隔操作したり、それをモデルとして学

生卓上の参照用モニタに提示したりできる。各コンピュータは学内LANを経由してイン

ターネットに接続されており、様々の利用形態に対応することができる。教室内にネット

ワークサーバとしてソニー製翼EW　S－5◎GOXがあるが、事情により教室内でのアップルトー

クは稼働しておらず、各コンピュータもこのネットワークサーバを経由せずに、ハブから

直接学内LANに接続されている。2

　0Sは漢字トーク7．5．3である。3ブラウザにはNetscape　Navigator　3。01、　Netscape

Navigator　Gdd　3、　Netscape　Communicator　4を使用、エディタにはJedit、　Simple

Text、　SimpleTextKoreanをインストールしてある。入力メニューにはドイツ語、フラ

ンス語、スペイン語も追加した。更に、64台の学生用コンピュータのうち11台にK：ore鋤

L船g服geKitをインストールし（年度途中で更に14台分が追加となった）、朝鮮語環境

にも一定の配慮がなされている。この他、ファイル送受信や出席登録などのためのアプリ

ケーションがCALL　SYSTEMという名称のフォルダにまとめられている。

　CALL部分とLL部分は連携しており、座席表を教員用コンピュータからLL操作スクリー

ンに転送したり、アナライザの記録をコンピュータに記憶させたり、その他いろいろな利

用可能性がある。

3．授業の流れ

　コンピュータを起動せずに、LL機器部分だけを使用した授業も可能であり、この場合

の操作感覚は従来型のLL教室と全く同じである。

　CALLシステムを利用した授業の場合は、まず、　Lしのみの授業の場合と同様、メイン

の電源を入れてメインパネルを起動する。そして教員用コンピュータも起動させ、ファイ

ルの中からあらかじめ入力しておいたクラス名簿を開き、クリックするだけでメインパネ

上に座席表が現れる。あとは教材提示モードをコンピュータ画面に合わせるだけで、

CD－ROM教材やインターネット画面を使って、　Lしと同様の使い勝手で授業を進められる。

練習問題などのファイルを学生に一斉転送したり、学生側からファイルを提出するなどの

応用も可能である。4

講．C糺む機器の管理・教室開放の問題

　CALL教室には高価で精密な機器が設置されているので、その管理には一段と注意を払

わなければならない。そのため、残念なことに、授業時間外の利用が許されていない。本

来ならば、学生の自発的学習意欲に応えるために、自習に教室を開放することが望ましい

し、学生が自由に利用することができるならば、コンピュータの使用を前提とした宿題を

課す授業が可能となる。しかしながら、開放ということになると、操作に慣れない学生が

無謀な操作によって機器のトラブルを引き起こしたり、大事なファイルを誤って削除して
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CALLシステムによる外国語教育とその諸問題 3

しまったり、知識のある学生が故意にいたずらをしたりするのを防ぎ切れないので、現在

のところは開放されていない。

　教室が更新された当初は、コンピュータのデスクトップの見かけやハードディスクの中

身がどのコンピュータでも同一であったが、故意によるいたずらや誤った操作によってす

ぐにばらばらになってしまい～一斉授業の際に、コンピュータに慣れない学生が、例えば

アイコンの色が他の学生のものと異なるというだけでパニックを起こし、その度に教員が

対応しなければならなくなり、授業に支障が出るという事態が生じている。デスクトップ

やハードディスクの中身の均質性は、コンピュータリテラシーの低い学生を含む一斉授業

においては必須の条件である。

　解決策として、コンピュータに、誤操作やいたずらを防止するソフトウェアをインストー

ルすることが挙げられる。実際、97年度後期から、クオリティ社のFooIProofというセ

キュリティソフトを導入した。しかし、前期の問はフリーソフトウェアなどを利用して、

いろいろな工夫によってしのいだ。対策としては万全ではないものの、5費用が不要なの

で、有償のセキュリティソフトの導入の余裕の無い場合にはある程度有効と思われる。誤

操作やいたずらの種類、対策の工夫、セキュリティソフトウェアの設定などについての詳

細は、1998年2月刊の『言語科学』33号（九州大学言語文化部言語研究会〉に執筆予定の

拙稿を御参乞いただきたい。

　しかし、セキュリティソフトを導入しさえずれば教室を開放できるというものではない。

CALL教室を開放するには、コンピュータと外国語学習ソフトに関する知識を持ち、トラ

ブル対応能力を有し、学生に外国語の学習についてのアドバイスができ、高価なソフトの

管理ができる管理要員を必要とするが、現在のLL準備室の係員は事務系の3年雇用職員

であり、とても機器の管理全般を含めた総ての業務を任せることはできないし、そうした

能力を前提：として後任者を雇用してもらうことは著しく困難である。また、管理要員を新

たに増員することは、政府の度重なる職員削減計画のもとでは望むべくもない。6では教

員が管理業務にあたればよいかと言うと、仮にコンピュータを専門とし、てきぱきと対応

できる教員が部内にいたとしても、研究・教育・学内行政の他に日々の管理業務を担当し

てもらうことはとてもできるものではない。それを専門とせず、勉強しながらの業務とな

る教員の場合はなおさらである。今のところは筆者を中心としたしL委員会のメンバーが

かなりの時間と労力を割いてしのいでいるが、今後も同じ体制で進むのは無理である。ま

して教室開放業務まで背負うことになればなおさら無理であろう。

　私見では諸々の制約のもとでの現実的な策としては、現存するティーチングアシスタン

ト（TA）制度の利用と、言語文化部情報化推進委員会の拡充しかないものと思われる。　TA

を授業時間以外に授業補助の一環として利用することができれば、一日授業1コマ分でも

CALL教室を開放できる。但しこのTAは理系の院生を含めて募集しなくてはならないだ

ろう。また、CALLやLしの業務をLL委員会から情報化推進委員会に吸収し、多くの委員

が交替でトラブルの対処等に当たっていくことで負担の公平化を図りたい。そのためには、

現有スタッフのコンピュータリテラシーの向上を図り、採用人事においては、研究分野と

してコンピュータを利用した外国語教育や語学研究にあたっている者をターゲットにした

り、それ以外の専門分野の場合には、教育や研究の申でコンピュータをどのように利用し

ているかを選考の材料に加えることを提案したい。
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4 言語文化論究9

5．開講科鶴の問題

　九州大学六本松地区には従来3つのLL教室があったわけであるが、英語とそれ以外の

外国語では従前より利用形態に大きな相違がある。英語の場合は「英語LL演習」7という

授業が1年生のすべてのクラスに1単位分必修として開講さ・れており、LL教室の使用が

前提となっているのに対し、英語以外の外国語では、一部教員の自発的利用を中心にLL

タイプの授業が行われている。8

　3つのLL教室のうち1室がCALL教室に置き換わった97年度は、英語LL演：習の開講場

所がCALL教室以外の2つのLL教室にやや流れ、その分CALL教室を英語以外の外国語

が占めた。前期後期の合計で、英語はUコマ、ドイツ語・フランス語・朝鮮語であわせて

17コマであり、専任教員数比25入対23人からすると英語は少ない。また、1年生のクラス

は47あるので、年間47コ口の英語LL演習が開講されるわけだが、3つのLL教室で分担す

れば、1教室あたり平均15～16コマとなるはずで、やはり11コ口は少ない。これは、英語

LL演習が従来型の音声テープなどによる授業を内容とすることが多く、CALL機能を必

要としないために、CALL教室での開講希望が少なかったからと考えられる。また英語と

異なり、（従来型の）Lしの授業を行わなければならないという制約のない外国語の場合に

は、CALL教室でなければできないタイプの授業に切り替える自由度があったということ

でもある。

　筆者も英語LL演習という枠の中でCALL教室を使用したので、どうしても音声テープ

などのリスニングが中心になり、せっかくのCA：ししシステムも、聞き取った結果をエディ

タに打ち込ませて添削をする程度の利用にとどまった。英語でCALLシステムの機能を十

分活かすためには、英語LL演習の存在は障害になりかねないように思う。

　では、英語LL演習に上乗せして、別の英語科目をCALL教室で開講し、　CALLシステ

ムならではの授業を行えばよいかというと、それは簡単なことではない。講読タイプの授

業に比較して準備にかなりの負担を要するLL演習を、専任教員が三期ほぼ1コ口担当し

ており、また、添削に多くの時間を費やす英語表現演習もほぼ二期1コマ担当しているの

で、9これに加えて更に準備の負担が大きいCALLシステムを利用した授業を担当するの

は過重負担と思われ、授業の質にも影響しかねない事態と考えられる。

　従って、英語LL演習は解体し、英語の専任教員がCALLシステムを利用した授業に取

り組める環境を作っていくべきであるように思う。ここで考えられる反論がいくつかある。

　まず、従来の講読型中心の英語の授業体系を制度的にも改革し、運用能力を重視しよう

としてしL演習が設定された過去の経緯からして、　LL演習を廃止することは英語の開講体

制としては後退である、という反論が考えられる。確かに英語の科目の名称からLLは消

えることになるわけだが、Lしの主目的である聴解能力の養成は、なにも設備の整ったL：L

教室で長時間の準備時間をかけなければできないものではなく、講読型の授業の中でも、

授業の進め方を総合英語型に少しシフトさせて、カセットテレコを1台持ち込めば、かな

りの程度まで達成できるはずである。また、テキストを必ず音読させるようにし、英語の

発音の基礎知識を身につけさせるようにすれば更に効果があがる。lo

　また、1学年47クラス、CALL教室の年間使用可能コマ数48という数字を考えると、す

べての学生にCALLタイプの授業を体験させることはそもそも時聞割編成上無理であり、
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CALLシステムによる外国語教育とその諸問題 5

このようなタイプの授業を受けられるクラスと受けられないクラスが出てきて不公平であ

るという反論が考えられる。しかし英語以外の外国語では既にこの「不公平」が存在して

いるわけであるし、全体が一斉に前進するのでなければ一部が前進するのは認めないとい

うのは機械的平等の悪弊と言うほかない。

S．ネットワークの性能の問題

　インターネットは、ユ990年代初頭のWWW（W◎rld　Wide　Web）の登場によって、こ

こ数年急速な進歩をとげ、それに伴って利用者の数もうなぎのぼりである。その増加の勢

いは、利用環境整備の努力をはるかに上回っているというのが実状であり、せっかくウェ

ブサイトに接続可能な状態になっても、求めるウェブページにアクセスして、手元のター

ミナルマシンに表示されるまでかなりの時間を要することが多い。道路整備が自動車利用

の増加に追いつかず、渋滞や公害などの弊害を起こしているのと同様である。従って、教

員が授業時にウェブサイトにアクセスしても、状況によっては画面が表示されるまで十数

分を要するということも珍しくなく、これでは授業は成り立たない。「波乗り野郎」や

「WebWhackedのようなソフトを利用して、11事前にウェブページをダウンロードして

おくのも！つの対応策であるが、あらかじめダウンロードしておかなかったサイトを臨機

応変に見ていくことはできない。また、登録者のみが利用できるサイトはダウンロードが

難しいなどの不便な点も見られる。

　教員用の1台のマシンでもこのような問題があるのだが、学生用の多数のマシンが同時

にインターネットに接続されると、更にアクセスのスピードがダウンすることが多い。こ

れは、65台のマシンが同一のセグメントに接続されていて、マシンが同時に使用されるこ

とで回線の混雑が生じるからである。

　こうした問題は、担当教員の工夫で簡単に解決できる問題ではない。大学全体の設備の

問題、ひいては世界におけるインターネット環境の抱える問題である。従って、今の段階

ではある程度我々が我慢しなければならない部分もある。学生による一斉アクセスが無理

なら、授業の展開方法に工夫を凝らす必要がある。例えば、学生をいくつかのグループに

分け、アクセスを伴う作業伴わない作業の双方を含めて幾つかに分割した課題をグループ

ごとに交替で取り組ませ、一度にアクセスするコンピュータの数を限定することが考えら

れる。また、アクセスする先が分かっていれば、アクセス先のウェブサイトをサーバにあ

らかじめ保存しておく手もある。あるいは、数人に一台の割でコンピュータを割り当て、

合議によって操作させることも考えられる。

7．授業構成の間題

　本章では、97年度前期にCALL教室で行われた授業のいくつかについて概観してその問

題点を指摘し、CALL教室で行われるにふさわしい授業構成を提示して、それを可能にす

るためにはどうしたらよいかを考える。
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6 書語文化論究9

7．1　授業の概観

　97年度前期にCALL教室で行われた授業のいくつかについて、　CALL機器を利用した部

分の内容と、それが90分の授業時問の中でどのくらいの割合を占めたかをまず簡単に確認

しておく♂2

　A：テープを聞かせ、エディタソフト上にディクテーションさせる。答え合わせば学生

　　　の画面の中からサンプルを選んで、それを学生卓上のモニタに提示し、リモートコ

　　　ントロールでサンプルに選ばれた学生のコンピュータに強制介入して添削する。ま

　　　た会話CDソフトの発音に関する部分を利用して発音指導する。　CALL機器の使用は

　　　30～4◎分。

　：Bl毎回教員用コンピュータに入力した解答を学生卓上のモニタに表示する。学生には

　　　直接コンピュータを使わせない。アナライザーを使用して学生の正答率を記録する。

　　　ウェブサイトへのアクセスは一度試みたが、時間がかかるので以後していない。

　C：CALL機器の利用は50～60分。聞き取りの解答をエディタを通して転送する。作文

　　　をエディタに書かせ、モデルを選んで学生卓上モニタに表示し、強制介入により添削

　　　する。Netscapeで興味のあるトピックを検索させ、それについて簡単なレポート

　　　を提出させる。

　D：文法事項、例文などを黒板に板書する代わりにモニタに出力して説明する。また、

　　　文章を作る際にコンピュータを使用させ、その時、学生の画面をモニタに映し出し、

　　　添削する。CALL機器の利用は30分程度。

　El：Netscapeを使用し、ホームページを検索する。さらにはNetscapeでホームペー

　　　ジを作るといった作業をする。9◎分フルにコンピュータを使用。

　Fl学生にブラウザを通して海外の都市のウェブサイトに何回かアクセスさせ、どのよ

　　　うな情報が流されているか見せたり、教員が語学的な説明を交えながら情報の説明を

　　　する。前期の授業期間中に一回30分で3回ほどした。この他、90分かけて1つのサ

　　　イトを調べ、その情報の多彩さを見た。

　G：学生の発音を指導。教員のホームページにアクセスしてそこにまとめられている重

　　　要項目を提示しながら予習復習に活用。黒板の代わりにコンピュータ画面を使用。

　　　コンピュータの使用は3◎分程度。

　以上のまとめからわかることは、通常の授業の中にコンピュータを補助的に利用したも

のが多いということである。黒板の代用とするなど、教員が教室を動き回ったり板書した

りしなくてすむという効果しか得られていないわけで、とてもCALL機器の性能を活かし

きっているとは言えない。インターネットに接続した授業を行っている場合でも、部分的

に使用しただけの授業もある。

　しかし、これらの授業内容は、CALLシステムが導入された初年度前期のものであり、

ユ：事が直前まで行われていて、CALL教室でできることできないことを詳細に前もって確

認し、授業の細かな計画を立てる余裕がなかったという事情があるので、仕方のない面が

ある。問題は導入初年度の実態に基づいて、今後どれだけこのシステムを有効に活用して

いけるかであり、本稿もそれに関わる論考の一つを意図したものである。
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7、2　CA辻教室での授業

　では、今後、CALLシステムを有効に活用していくには、授業の構成をどのようにして

いったらよいのか。また、そのためにはどのような施策が必要なのか。

　授業の構成としては、1室しかないCALL教室を、　CALL機器を黒板代わりにしか使用

しない授業、CALL機器の利用があくまで副次的で通常の教室で行われるタイプの内容を

中心とするような授業の為に使用するのはなるべく避けるべきであろう。CALL教室が増

加すれば副次的にしか機器を使用しない授業にも大いに利用してもらってよいのだが、現

在はその余裕がない。

　CALL教室で行われるにふさわしい授業構成として、下記のようないくつかのパターン

が考えられる。それぞれ、それらの実現の為の施策も提：案ずる。

　1）メディア教材を利用した授業

　　コンピュータ向けの外国語学習CD－ROM教材の中には、授業の中で少なくとも部分

　的に利用できるものがある。例えば、発音時の口内断面の連続画を説明が必要な音に応

　じて即座に示すというような、オンデマンドでタイムロスなしに画像を提示することは、

　通常のLL機器であるビデオなどでは実現できない。

　　しかし、CひROM教材は高価なので、受講生に買わせるわけにいかず、受講生分の

　購入に見合う財源を確保しなくてはならない。13そのための恒常的予算の確保が今後の

　課題となるが、CALLシステムを新規導入する場合には、　CD－ROM教材をセットにし

　て購入が検討されるべきである。教材が満足にない状態で機械だけ設置しても授業は成

　立しない。

　　また今のところ、CD－ROM教材は紙の教材に比較して種類が圧倒的に少なく、教員

　の意図に沿った教材を探し出すのが困難であったり、そのような教材がそもそも存在し

　ないということが多い。教材の自作が最も理想的であるのだが、ノウハウや機器購入の

　問題に加えて、自作にかかる膨大な時間を考えれば、授業担当者それぞれに教材の自作

　を求めることは無理である。そういう点では、最近大学レベルで広く共有できるCひ

　ROM教材の開発が準備されているのは明るいニュースである譜

　2）外国語を通じて世界の情報をつかんでいく授業

　　WWWの出現によってインターネットが爆発的に普及しているが、簡単に世界の情

　報に接することができるようになった。ブラウザを利用してウェブサイトにアクセスす

　ることで特定のトピックについて調べたり、ウェブサイトにどのような情報がどのよう

　な目的で提示されているかを調べたりする授業が考えられる。調査の報告を外国語で書

　かせれば更にバランスのとれた授業になる。

　　もちろんその為には、6章で述べたように、学内LANの改善のようなメカニカルな

　施策が必要であるのだが、幸い、学内でのコンピュータ、インターネットの普及により、

教員側も比較的WWWに関する知識が多く、今後増えていく授業の形態ではないかと思

　われる♂5

　3）ホームページ作成などを通して、外国語を通じて世界に自分たちの情報を発信して

　　　いく授業

　　最近は機関や個人がホームページを持つことが多くなった。従って、特殊な、あるい

　は個入的な情報も公開されるようになってきている。従来であれば、出版物によって情
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報を伝えられる者は一部の著述家に限られ、その情報も商業ベースに乗るか、量的もし

くは質的に優れたものに限られていた。個入的な情報や特殊な情報は、限定的な範囲に

しか広められなかった。それが現在では、ホームページ作成が簡単にできるようになっ

たことにより、特殊な情報、唐門的な情報、地域的な情報、書籍には不向きであっても

個性的で十分利用価値の見出しうる情報、そういったものも情報伝達のルートに乗るこ

とになったわけで、時代とともに伝達される情報が質的にも量的にも拡大されてきてい

ると言える。こうした流れの中で、学生が発信できる情報はいくらでもあると思われ、

その情報を外国語で世界に発信する経験を持つことは、情報化社会に向けて大いに意義

があることであるし、またこれからの国際化社会に大きく資するところがあるものと思

われる。

　だが、教員の多くが研究室にコンピュータを持ち、学内LANに接続し、ブラウザで

ウェブサイトを閲覧している現在でも、自身のホームページをキャンパスのサーバに持っ

ている者はまだ少数派である。実際にはホームページ作成ソフト等で作成したページを

アップロードするだけなので、難しいことではないのだが、現在のホームページ作成ソ

フトがHTML言語によって記述しなくても全くワープロ感覚でページが作成できるよ

うになっているのに対し、ほんの少し前までホームページ作成と言えばタグなどを打つ

ことを意味した頃のやっかいなイメージが残っているのかもしれない。しかし、あっと

いう問にHTML言語を使わずにホームページを作成することができるようになったよ

うに、ホームページの作成も急速に教員の問に広まっていくものと思われる。

　但し、Netsc麺e　Navigator　Gold　3やNetscape　Commu鍛ic就or　4は、ホームペー

ジ作成機能を持ち、学校での利用にあたって無料でダウンロードできるブラウザである

が、作成のガイドやテンプレートの設定がNetscape社のページからオンラインで行

われることになるので、接続時のタイムロスが深刻で、実際に授業で利用するには時間

がかかり過ぎるということも考えられる。そこでなるべくAdobe　PageMi11やChralis

HomePageのようなホームページ作成専用ソフトを利用したいが、費用の問題がつ

いて回る。

4）ネットニュース、電子メールなどを利用して、外国語を通じてコミュニケーション

　　を図る授業

　学内LANに接続してよかったことの筆頭に電子メールを挙げる人が多い。今更繰り

返すまでもないであろうが、電話と異なり、相手が別の仕事をしているところへ強制的

に割り込むことがなく、郵便と比べてはるかに短時間で届く上、紙も不要、！通あたり

の料金も直接はかからず、引用を含めながら返事を出したり、転送したり、届いた文面

を保存・加工したり、同時に多人数に出すことなどが容易にできる。このような便利な

手段を利用して、外国語でコミュニケーションを取る経験を得られるということは極め

て意義深いことである。

　但し、通信相手がいなければこうした体験の機会を与えることはできない。海外に通

信相手を求めて本格的に取り組んでいる例も少なからずあるが、16これからのCALL授

業の普及を考えると、もうすこし手軽な方法が望ましい。相手を探す手間はもちろんの

こと、相手を第3者とする場合に考えられる各種のトラブルが心配である。そこで、日

本人同士のやりとりになってしまう点が残念だが、複数のクラス同士でやりとりをする
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か、それが無理ならば、同一クラスの学生同士でペアを組ませるのが現実的だろう。

　幸い、Netscapeは学校での使用が無料であるから、そのメール機能を利用できるし、

Eud◎ra等の専用ソフトも無料でダウンロードできるので、授業には導入しやすいはず

である。17

　ネットニュースの場合は、利用している教員がかなり少ないが、上手に活用すれば電

子メールの場合と同様に容易にして有意義と思われる。世界にはおびただしい数のニュー

スグループがあり、興味のあるものを講読していけば、大変楽しく外国語を使えるであ

ろう。しかし、投稿ということになると話は別である。本格的にネイティブスピーカー

同士で行われているディスカッションに教養英語レベルの学生が加わっていくことには

慎重にならざるを得ない。投稿してその反応を待つということは、不特定多数の人々を

相手にするということであり、慣れない話題に乏しい知識で関わり、本当は必要でもな

いことについて外国語の練習のために投稿して多くの方々の手をわずらわせるのは好ま

しくないと思われる。投稿後そのフォローや電子メールが次々来るのに対し、学生にど

こまで対応する責任を持たせるかという問題もある。従って、大学内の既存のニュース

グループか、授業用に設営したニュースグループを利用して、これに投稿させ、学生同

士でフォローさせ議論を展開させていくのがいいように思う。

　これも幸いにして、専用ソフトのNewsWatcherが無料で手に入る。18　Netscapeの

ネットニュース機能は不安定なので、あまり薦められない♂9

　いずれにせよぐ読みつぱなしのWWW閲覧、書きっぱなしのホームページ作成授業

と異なり、外国語で大切なコミュニケーションそのものを行っている点を重視している

ので、発展させていきたい授業の態様のひとつである。

8．外国語間格差の問題

　CALLシステムでは、学習する言語の文字が使えなければならない。ヨーロッパ系の言

語の場合は、Macintoshにフリーの入力メニューを追加するだけでよいが、　Macintosh

の場合、朝鮮語にはKoreanLa獄guageK：it、中国語にはChineseLanguageKitをインス

トールすることが必要である。1等分3万円程度（希望小売価格）するものなので、教室

のコンピュータすべてに2つともインストールするとすれば、それだけで4◎0万円もかか

る。しかし、これが阻害因子となって朝鮮語や中国語のCALL教育がなおざりにされるの

は決して好ましいことではない。従って、CALLシステム新規導入の際は、こうしたKit

類をセットして購入の検討がなされるべきである。その際の朝鮮語、中国語への予算の傾

斜配分はある程度仕方がないものと思う。

　また、CD－ROM教材は紙の教材に比べて種類が少ないのだが、それでも英語はまだよ

い方で、英語以外の外国語では極少と言わざるを得ない。こうした格差をどう克服して

CALL授業を普及させるかが問題となるが、英語以外の場合、現在のところは多くを教員

の個人的努力に期待せざるを得ない。外国語担当部局内で、英語以外の外国語へ予算の傾

斜配分がある程度行われる必要があるだろう。

169



10 言語文化論究9

9．まとめ

　CALLシステム導入初年度を振り返って、浮かび上がってきた問題点の中からある程度

の一般性があるものを取り上げて、考えられる解決策も指摘した。

　1）CALL機器の管理（授業の円滑化と教室開放）

　　　→セキュリティソフトの導入・TAの活用・現教員の能力向上と採用入事の工夫

　2）英語LL演習の弊害

　　　→英語LL演習の廃止

　3＞ネットワークの性能

　　　→授業方法の工夫

　4）授業構成の問題

　　　→授業内容の提案

　5）外国語間格差

　　　→予算の傾斜配分

　CALLシステムに何らかの関わりを持つ方々にとっては至極当然の内容ばかりであると

思うが、拙論が何らかのお役にたてれば幸いである。

注

1　本稿は、97年度の言語文化部LL委員会委員長として97年度前半にCALL教室の管理・

　運用・研究を行った成果をまとめた論考である。九州大学で初めて導入されたCALLシ

　ステムを学外の方々に紹介する意味もあるので、記述対象が多岐に渡り、論点が掘り下

　げられていない点は御了承願いたい。委員会の任務遂行にあたってLL委員その他の方々

　の協力を得たが、特に田畑義之助教授には大変な御尽力をいただいた。記して謝意を表

　する。なお、筆者の連絡先はyubun＠ilc．kyushu－u．ac．jpである。ホームページhttp：

／／www、rc．kyushu－u．ac．lp／一y崩unも参照されたい。

2　CALL教室からのケーブルが直接セグメントに接続されているために、もしCALL教

　室内でアップルトークを稼働させると、同じセグメン｝に接続されているCALL教室以

外の既存のア．ップルトークサーバに影響がある。対策としてはCALL教室用に単独セグ

　メントを設けるか、シードルータ機能によるゾーン分けをやり直す必要があるが、都合

　により行われていない。このため、教員用及び学生用のコンピュータからネットワーク

サーバ上のファイルを共有することができないので、ネットワークサーバ上にアプリケー

　ションを置き、学生が随時これを自分のコンピュータから起動させたり、ファイルを参

照したりすることなどができない（但し、TCP／IPによるファイルの転送はできる）。

　プリンタの共有もできない。また、このネットワークサーバが各コンピュータを束ねて

いないので、安全弁としてのゲートウェイ機能も果たされていない。

3　後出のセキュリティソフトのFoolProofが漢字トーク7．5．5までしか対応していな

いので、今のところMacOS　8へのバージョンアップはできない。

4　2に示した事情により、アップルトークのファイル共有ではなく、TCP／Pによるファ

　イル転送という形になっている。
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5　ブラウザのNetscape　Navigator（Version4以降はNetscape　Communicator）など

　は大学での使用向けに無料でダウンロードできるが、セキュリティソフトについては、

　実効性の高いものはどれでも有償である。フリーウェアとして入手可能なものは、簡単

　に解除できるものが多い。導入されたコンピュータがPower　Maclntoshで、　At　Ease

　がインストールされておらず、それをセキュリティに利用することはできなかった。At

　Easeを別途購入することも検討されたが、アップルジャパンに問い合わせた時点で生

　産中止、後継ソフト販売の予定なしということで、最終的には検討対象からはずされた。

6　六本松キャンパスでは、ネットワークの管理が晴報科学やコンビュータ工学などを専

　門としない教官によってボランティア的に行われている。新規要員の確保が提案されて

　も今まで全く認められていない。こうした状況のもとでは、CALL教室専属の要員を要

　奇してもまず無理である。

7　英語は「英語演習」が中心となり（単位数は学部によって異なる）、「英語LL演習」

　が1単位、「英語表現演習」が1「単位必修となっている。この他学生の所属する学部に

　よっては「選択必修英語」が必修である。この他、必修ではないが、英会話などの運用

　面に的を絞った科目も設定されている。

8　LL3教室で年間144コマ（週24コマ×前期後期の2期×3教室）稼働可能なところ、

　英語LL演習だけで1学年47クラス分の47コマを占める。英語以外の外国語の利用数も

　毎年ほぼこの程度である。なお、九州大学での授業は原則として半期完成である。

9　英語表現演習は、英作文（または英会話）を中心として行われる学生数30名前後の少

　入数授業で、1年生に1単位必修となっている。長文の自由作文、テーマ英作文を丁寧

　に添削指導している教員が多く、教員、学生のいずれにとっても、負担が大きいながら

　充足感のある授業である。

10学生に聞いてみると、高校までの英語の授業の中で一度も英語の音読に対して注意や

　アドバイ冬を受けたことがないという者が多い。このような現況では、大学で音読を授

　業の習慣とすることには大きな意味があると思う。

11　「波乗り野郎」「WebWhacker」は、ウェブページをまるごとハードディスクなどに

　ダウンロードするためのソフトで、ダウンロードされたものにブラウザでアクセスすれ

　ば、あたかも実際にネットサーフィンしているかのような感覚で即座にページを見るこ

　とができるため、授業などでのプレゼンテーションに大変使利である。「波乗り野郎」

　はビデオの予約同様に自動的にダウンロードしてくれるのが特長だが、接続されている

　リンクのどこまでを一緒に取り込むかの設定に融通の利かない面がある。（リンクされ

　ているページが重くて不要の場合でもダウンロードされてしまうことがある）。これに

　対して「WebW紘cker」は、ブラウザでアクセス中にしか使用できず「予約録画」は

　できないが、アクセスしたページにリンクされている別のページをどこまで一緒に取り

　込むかを細かく指定できるのが便利である。

12各担当者に部内の報告書のために記述してもらった授業内容を基に、筆者が本稿の目

　的に合うように多少表現を修正した。各教員の氏名は付さない。また、どの外国語の授

　業であるかもわからないような書き方をしてある。

13諸般の理由により、CALLシステム導入の際に教材を購入品に加えることがほとんど

　できなかった。
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14千葉大学の竹蓋幸生教授が中心となって、現在そのようなプロジェクトが準備されて

　おり、筆者も九州大学からの3名のうちの1人として参加する予定である。筆者はCALL

　システムを研究分野としているわけではないが、そのような者の参加が、CALLシステ

　ムの速やかな普及につながり、実りある成果が得られるかどうかの試金石であると思っ

　ている。

15　九州大学言語文化部内では、ほぼ全員がコンピュータを研究室に持つか、コンビュー

　タリテラシーを持つ。学内LANに接続している割合は8割を越えている。

！6　具体的事例については『インターネットと英語教育』　（『英語教育』’96．11別冊）を

　参照。

17Netscapeはhttp：／／簸ome．簸etscape．com／co即rod／癬ror／c蕪e勲しdow職10袋曲tm1

　から、Eud◎raはftp：／／ftp。u－t磁yo。ac．jp／pub／Mai1／eudora／などから入手できる。

18　NewsWatcherはftp：／／ftp。宙tokyo．ac．jp／pub／News／NewsWatcher／などから

　入手できる。

19　Netscapeのネットニュース機能は、実際に使用してみて不安定である。筆者の使い

　方が悪いのかもしれないが、ニュースサーバからのニュースグループの呼び出しがうま

　くいかないことがある。また、ウィンドウ内のニュースグループ、チェック、未読数、

　件数などのコラムのサイズを変えようとして、コラムのいくつかが消えてしまい、元に

　戻らないなどのトラブルが発生している。
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